
しむかっぷ議会広報

【
平
成
2
6
年
６
月
１
６
日
～
１
７
日
】

第
４
回
定
例
会

●小規模多機能型居宅介護施設にヒートポンプ導入

●日本政府に核兵器全面禁止のための決断と行動を

　求める意見書を議決

●憲法解釈変更による「集団的自衛権の行使容認」

　に反対する意見書を議決

６
議
員
が
一
般
質
問
で

　
　
　
政
策
論
議
を
展
開

　
平
成
2
6
年
第
３
回
定
例
会

は
、
６
月
1
6
日
か
ら
１
７
日
ま
で

の
２
日
間
開
催
さ
れ
、
一
般
質

問
と
、
村
条
例
の
一
部
改
正
や

本
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な

ど
の
審
議
が
行
わ
れ
、
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
傍
聴
　
1
6
日
４
人

　
　
　
　
　
　
　
1
7
日
Ｏ
人
）

条
例
の
一
部
改
正
な
ど

主
な
も
の
を
掲
載
し
ま
す

●
占
冠
村
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
も

の
で
す
。

●
占
冠
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
及
び
軽

減
措
置
の
変
更
に
伴
う
も
の
で
す
。

●
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規

　
約
の
変
更

●
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害

　
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更

　
加
入
団
体
の
脱
退
と
新
規
加
入
に
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一般会計（第10号）　　　３,９００万円減

　総額２５億３,２１０万円⇒２４億９,３１０万円

・国保会計繰出金の減など

国民健康保険（第４号）　　200万円増

　総額１億3,2ﾜ○万円⇒1億3,4ﾜ○万円

・国保財政調整基金積立金の増など

村立診療所（第４号）　　　７５５万円減

　総額9,2ﾜ５万円⇒8,520万円

・一般管理費の減など

簡易水道（第５号）　　　　　１１万円減

　総額1億2,360万円⇒1億2,349万円

・修繕料の減など

介護保険（第４号）　　　　560万円減

　総額1億1,000万円⇒1億４４０万円

・施設介護サービス等給付費の減など

後期高齢者（第３号）　　　210万円減

　総額1,650万円⇒1,440万円

・保険料等負担金の減など

歯科診療所（第４号）　　　　70万円減

　総額2,390万円⇒2,320万円

・医業費の減など

＊いずれも、歳入の確定したものの増減、歳出の確定による不用

　額の減額が主です。

伴
う
変
更
で
す
。

●
占
冠
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町

　
村
計
画
の
一
部
を
変
更

　
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
購
入
事
業
及

び
高
齢
者
福
祉
施
設
整
備
事
業
を
行

う
た
め
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

●
村
道
路
線
の
認
定

　
共
同
住
宅
建
設
及
び
第
２
ト
マ
ム

団
地
舗
装
工
事
に
あ
た
り
村
道
認
定

し
維
持
管
理
す
る
も
の
で
、
新
規
認

定
路
線
は
宮
下
４
号
支
線
他
ト
マ
ム

４
路
線
で
す
。

●
動
産
購
入
契
約
を
締
結
す
る
こ
と

　
に
つ
い
て

り
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で

す
。

ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
購
入
に
あ
た
　
村
道
認
む
ざ

繰
越
明
許
費

３
事
業
を
平
成
2
6
年
度
へ

　
過
疎
集
落
等
自
立
再
生
対
策
事
業

　
（
総
額
１
１
５
０
万
円
）
が
、
平
成

2
5
年
庄
内
に
実
施
、
完
了
で
き
な
い

た
め
、
翌
年
度
に
繰
り
越
し
て
支
出

す
る
も
の
で
す
。
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平
成
2
6
年
度

　
　
　
　
補
正
予
算
質
疑

【
一
般
会
計
】

問
　
ト
マ
ム
の
地
域
カ
フ
ェ
は
、

事
業
内
容
を
き
ち
ん
と
精
査
し
た

上
で
補
助
金
を
計
上
す
べ
き
と
思

い
ま
す
が
、
伺
い
ま
す
。
（
木
村

議
員
・
長
谷
川
議
員
）

答
　
５
月
1
9
日
付
け
で
町
内
会
か

ら
支
援
要
請
が
あ
り
、
建
物
の
賃

借
料
、
光
熱
水
費
、
電
気
、
水

道
、
ガ
ス
、
そ
れ
に
備
品
購
入
や

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
経
費
、
消
耗
品

費
等
が
一
定
程
度
整
理
を
さ
れ
て

で
て
き
て
お
り
、
事
業
費
の
半
額

を
助
成
す
る
と
い
う
措
置
を
し
て

い
ま
す
。
（
松
永
英
敏
企
画
商
工
　
し
た
。
（
中
村
博
村
長
）

課
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
　
小
規
模
多
機
能
施
設
建
設
工
事

問
　
ト
マ
ム
の
地
域
カ
フ
ェ
は
、

住
民
自
ら
が
地
域
を
改
革
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
最
大

限
そ
の
意
思
を
尊
重
し
て
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
後
押
し
を
す
べ
き

と
思
い
ま
す
が
、
村
長
の
意
向
を

伺
い
ま
す
。
（
山
本
議
員
）

答
　
４
月
の
住
民
懇
談
会
で
も
多

く
の
方
が
集
ま
り
、
切
実
な
生
活

に
直
結
す
る
問
題
提
起
も
あ
り
ま

し
た
。
今
や
は
り
ト
マ
ム
は
村
が

支
援
す
べ
き
時
期
だ
と
思
い
ま
し

て
、
不
確
定
要
素
は
あ
り
ま
す

が
、
今
回
補
正
予
算
を
計
上
し
ま
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一般会計（第１号）１億５,６８０万円増

　総額２５億４,ワ４０万円⇒２ワ億４２０万円

・小規模多機能施設建設工事費及び地中熱等

　設備工事費の増

・双珠別住民センター水洗化工事設計委託料

　及び工事費の増など

国民健康保険（第１号）　100万円増

　総額１億3,500万円⇒１億3,600万円

・一般管理費の増など

公共下水道（第１号）　　　70万円増

　総額9,ﾜ６０万円⇒9,830万円

・発電バッテリー購入費及び修繕料の増など

費
６
２
６
８
万
円
が
増
額
に
な
り
ま

し
た
。
一
番
大
き
な
自
家
発
電
の
２

千
万
円
と
、
共
通
経
費
で
１
３
０
０

万
円
の
内
容
を
伺
い
ま
す
。
（
木
村

議
員
）

答
　
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
に
は
電
気
を
使

い
ま
す
が
、
宿
泊
施
設
を
伴
っ
て
い

ま
す
の
で
、
停
電
の
際
の
自
家
発
電

を
追
加
し
ま
し
た
。
共
通
経
費
は
、

直
接
経
費
の
概
ね
2
5
％
と
い
う
こ
と

で
決
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
（
中
田
芳
治
福
祉
施
設
推
進
室
長
）

問
　
小
規
模
多
機
能
で
す
が
、
相
当

工
事
費
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
発

電
機
以
外
は
当
初
設
計
で
わ
か
る
と

思
い
ま
す
が
、
伺
い
ま
す
。
（
長
谷

川
議
員
）

答
　
当
初
予
算
は
1
2
月
に
だ
し
て
、

最
終
的
に
２
月
の
時
点
で
決
ま
っ
て

い
ま
す
。
設
計
の
後
に
こ
う
い
っ
た

変
更
が
で
て
き
た
と
理
解
く
だ
さ

い
。
食
堂
ス
ロ
ー
プ
の
追
加
等
は
社

会
福
祉
協
議
会
等
と
議
論
を
し
て
追

加
に
な
り
ま
し
た
。
（
中
田
芳
治
室

長
）

問
　
5
0
％
以
上
の
補
正
は
考
え
ら
れ

ま
せ
ん
。
通
常
な
ら
工
事
を
中
止
す

る
可
能
性
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
再

度
説
明
願
い
ま
す
。
（
長
谷
川
議

員
）

答
　
予
算
の
段
階
で
も
通
常
平
均
坪

単
価
8
2
万
５
千
円
を
、
9
6
万
４
千
円

ま
で
上
げ
た
の
で
す
が
、
材
料
費
の

上
昇
、
労
務
費
な
ど
の
上
昇
で
最
終

的
な
金
額
に
な
り
ま
し
た
。
（
中
田

芳
治
室
長
）

問
　
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
に
対
す
る
社
会

福
祉
国
庫
補
助
金
３
４
０
０
万
円
の

内
容
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
（
小
峰

議
員
）

答
　
す
で
に
内
定
を
頂
い
て
い
ま

す
。
今
後
補
助
対
象
の
金
額
が
下

が
っ
た
場
合
も
、
補
助
率
の
３
分
の

２
は
確
保
さ
れ
ま
す
。
（
中
田
芳
治

室
長
）

問
　
道
徳
教
育
推
進
校
事
業
補
助
金

の
内
容
は
。
（
山
本
議
員
）

答
　
文
科
省
の
委
託
事
業
で
道
徳
教

育
の
抜
本
的
改
善
・
充
実
に
か
か
る

支
援
事
業
で
す
。
今
回
中
央
小
学
校

で
実
施
し
ま
す
。
（
藤
本
武
教
育

長
）

問
　
双
珠
別
住
民
セ
ン
タ
ー
の
浄
化

槽
工
事
は
６
７
０
万
円
と
高
額
で
す

が
内
容
を
伺
い
ま
す
。
（
山
本
議

員
）

答
　
双
珠
別
住
民
セ
ン
タ
ー
は
集
会

所
で
あ
り
避
難
所
で
も
あ
り
ま
す
の

で
、
1
4
人
槽
の
工
事
に
な
り
ま
す
。

　
（
岩
谷
健
悟
産
業
建
設
課
長
）

問
　
老
人
保
護
費
措
置
費
の
増
額
の

要
因
は
。
（
木
村
議
員
）

答
　
老
人
福
祉
法
に
基
づ
く
老
人
福

祉
施
設
の
入
所
に
対
す
る
措
置
費

で
、
当
該
案
件
が
１
件
生
じ
た
こ
と

に
よ
り
ま
す
。
（
小
尾
雅
彦
保
健
福

祉
課
長
）

問
　
木
工
製
造
基
盤
強
化
支
援
事
業

の
内
容
は
。
（
山
本
議
員
）

答
　
木
工
ク
ラ
フ
ト
製
造
業
（
し
も

か
ぷ
工
房
）
の
経
営
を
長
期
開
継
続

さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
専
門
的
な
技

術
職
を
採
用
し
、
人
材
育
成
を
図
る

事
業
で
す
。
道
の
補
助
金
が
２
７
０

万
円
で
、
村
か
ら
は
1
0
万
円
み
て
い

ま
す
。
（
松
永
英
敏
課
長
）

人
事
案
件

教
育
委
員
の
選
任
同
意

　
前
委
員
の
後
任
と
し
て
藤
田
重
之

氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。
任
期
は
平
成
2
9
年
９
月
3
0
日
ま

で
で
す
。

農
業
委
員
の
推
薦

　
村
議
会
か
ら
山
本
敬
介
議
員
を
推

薦
し
議
決
し
ま
し
た
。

一
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村
長
の
行
政
報
告

○
占
冠
村
新
規
就
農

　
　
　
　
　
　
支
援
協
議
会

　
占
冠
村
で
就
農
を
強
く
希
望
し
、

今
年
３
月
に
新
得
町
か
ら
移
住
さ
れ

た
今
村
氏
を
新
規
就
農
希
望
者
と
し

て
認
定
書
を
交
付
し
ま
し
た
。

　
す
で
に
認
定
さ
れ
放
牧
酪
農
を
め

ざ
し
て
い
る
愛
橋
夫
妻
は
、
昨
年
７

月
～
今
年
３
月
ま
で
鈴
木
牧
場
で
の

実
習
を
終
え
、
４
月
よ
り
安
田
牧
場

で
１
年
間
の
実
習
に
入
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
ほ
か
に
平
成
2
5
年
度
中
の
新

規
就
農
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

村
内
で
の
親
族
継
承
相
談
１
件
の
ほ

か
４
件
、
計
５
件
の
相
談
が
あ
り
ま

し
た
。

○
住
民
懇
談
会

　
春
の
住
民
懇
談
会
を
４
月
長
日
か

ら
４
月
2
2
日
の
開
、
村
内
６
か
所
で

開
催
し
ま
し
た
。

　
昨
年
秋
の
住
民
懇
談
会
は
実
施
で

き
ず
、
雪
解
け
直
後
に
開
催
し
た
事

も
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
会
場
で
例
年

よ
り
多
く
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し

た
。

　
要
望
の
内
容
は
、
各
地
域
の
状
況

を
反
映
し
て
お
り
、
多
様
な
要
望
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
緊
急
を
要
す
る
案
件
に
つ
き
ま
し

て
は
既
設
の
予
算
ま
た
は
補
正
予
算

等
で
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○
占
冠
ふ
る
さ
と
活
性
化

　
　
　
　
　
　
　
推
進
委
員
会

　
集
落
対
策
の
中
心
と
な
っ
て
い
る

占
冠
村
ふ
る
さ
と
活
性
化
委
員
会

　
（
会
長
・
企
画
商
工
課
長
）
が
開
催

さ
れ
、
平
成
2
5
年
度
の
事
業
実
績
・

収
支
決
算
と
平
成
2
6
年
度
の
事
業
計

画
・
収
支
予
算
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
2
6
年
度
の
事
業
が
ス
タ
ー
ト

し
て
い
ま
す
が
、
貴
重
な
意
見
や
助

言
を
踏
ま
え
今
年
度
の
集
落
対
策
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

○
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

　
５
月
1
6
日
に
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
２
件
を
実
施
し
、
審
査
委
員
に
よ

る
選
定
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
１
件
は
、
中
央
宮
下
地
区
に
建
設

予
定
の
占
冠
村
民
開
賃
賃
共
同
住
宅

等
建
設
促
進
事
業
で
す
。
Ｈ
月
3
0
日

を
引
き
渡
し
の
期
限
と
し
た
も
の

で
、
２
社
か
ら
提
案
が
あ
り
、
株
式

会
社
橋
本
川
島
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
契
約
予
定
者
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
も
う
１
件
は
、
占
冠
村
自
然
活
用

村
（
二
二
ウ
キ
ャ
ン
プ
場
）
環
境
整

備
及
び
受
付
業
務
委
託
事
業
で
、
２

社
か
ら
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
選

定
の
結
果
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
占
冠
・
村

づ
く
り
観
光
協
会
を
契
約
予
定
者
と

し
て
決
定
し
、
５
月
2
2
日
に
業
務
委

託
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

/○
酪
農
学
園
大
学

　
　
「
地
域
総
合
交
流
に

　
　
　
　
　
　
　
関
す
る
協
定
」

　
平
成
2
3
年
６
月
６
日
に
酪
農
学
園

大
学
と
「
地
域
総
合
交
流
に
関
す
る

協
定
」
を
締
結
し
、
３
年
が
経
過
す

る
た
め
理
事
長
、
常
務
理
事
、
学
長

を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
に
お
け
る
猟
区
設
定
、
今

後
に
お
け
る
野
生
鳥
獣
・
自
然
環
境

も
含
め
た
野
生
動
物
園
の
管
理
に
は

酪
農
学
園
大
学
の
協
力
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
学
・
官

の
連
携
を
し
て
い
き
ま
す
。

村内所管事務調査（5922日皿）総務産業常任委員会

調査は、村長、各担当者の同行により、現地で説明を受け実施しました。

○アリサラップ地区村有林現地調査について

　　現在アカエゾマッとケヤマハンノキの17年生の混植林分で、将

　来、主林本のアカエソマッの一斉林に育成するため、今後、ケヤ

　マハンノキを列状間伐、併せてアカエソマッの成長に支障となる

　本を伐採する予定です。

　　伐採により搬出されるケヤマハンノキはなめこ（キノコ）の原

　本利用に天然林は一般用材パルプ、これ以外は薪に利用されます。

○占冠中央小学校地先復旧治山工事完成状況

　　傾斜地の法面保護及び景観維持のため、樹林を保全した斜面安定

　工法（ノンフレームエ法）での施工を実施。

　　特に問題はないが、今後は土砂災害防止法に基づく特別警戒区域指

　定地（レットソーン）から警戒区域（イエローソーン）に緩和される

　ようすみやかに関係機関に要請することを確認しました。

一斗－
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